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１．はじめに 

 宮城県七ヶ宿町は県最南西部に位置し,福島・山形両

県との境界に接する中山間地である.人口 1,300人程度

で,基幹産業は農林業である.清流を活かした源流米な

どの稲作を中心に品質改良，蕎麦や野菜栽培などによ

るブランド化，販路形成等が課題となっている．この課

題解決の一つとして,令和 2 年度から 5 ヶ年計画で「良

質米生産推進事業」を展開している.具体的には,UAV撮

影，NDVI解析,食味値検査,農業法人に対する勉強会の

実施などである. 

 本稿では,この良質米生産推進事業の中で実施され

た UAV-NDVI を活用した米の品質向上のための取組み

事例を紹介する. 

２．対象フィールド 

対象フィールドは，宮城県七ヶ宿町内の3つのほ場

（A，B，Cとする）である.3ほ場とも中山間地の谷底

平野に位置し，340m～430mと比較的標高が高い. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．調査方法 

３．実施方法 

（１）使用機体  

ほ場全体の NDVI を把握す

るため,マルチスペクトルカメ

ラ搭載の UAV（DJI 社製：

P4Multispectral）を使用した. 

（２）撮影時期 

 NDVIの変化により撮影適期を検討するため，以下の

3 時期で撮影した. 

 

（３）解析内容 

NDVI の解析には Pix4Dmapper（Pix4D 社）を使用

し,33 箇所（各ほ場 11 箇所）で測定を 1.0m×1.0m の

範囲で行った.NDVI画像は 5cm×5cm /pixであり，測

定範囲内のデータは 400 個となる.各箇所について,最

大値,最小値,平均値より 3時期 3ほ場の食味値（品質）

との関係性を考察した. 

（４）食味値検査 

 食味値検査項目は,「食味値」,「タンパク質」,「水

分」,「アミロース」,「脂肪酸度」の 5 項目である.食

味値は数値が高いほど「おいしい」と評価される（表-

2）.食味値検査の検体は 33 箇所から採取し，検体不良

の 1箇所を除き，32 箇所で 5項目を評価した. 

 

 

 

 

撮 影 時 期 年 月 日 

1 回目 幼穂形成期 2022/7/ 1 

2 回目 出 穂 期 2022/7/28 

3 回目 出穂 20 日後 2022/8/19 

図-1 対象箇所 

キ ー ワ ー ド：UAV，NDVI，水稲，食味，タンパク質 

連 絡 先：〒980-0012 宮城県仙台市青葉区錦町 1-7-25（株）復建技術コンサルタント TEL：022-217-2045  
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出穂期（7/28） 出穂 20 日後（8/19） 

図-2 NDVI 解析結果（Cほ場） 

図-3 食味値と幼穂形成期の NDVI の関係 

幼穂形成期（7/1） 

4．結果 

（１）NDVI 

図-2 に C ほ場の NDVI 解析結果を示す.幼穂形成期

（7/1）は，青（低い）～黄色（中程度）まで変化が見

られるが，出穂期以降（7/28，8/19）では，ほとんど変

化が見られない.これはAほ場,Bほ場も同様であった. 

 

 

 

 

 

 

 

（２）食味値と NDVI 

 作物のタンパク質量,食味値と NDVIには相関がある

ことが既往研究 1）2）3）で示されている.本研究では，ほ

場内の NDVIに違いが生じる幼穂形成期に着目した.図

-3 に食味値と NDVIの関係を示す. 

分析では,NDVI 値 0.5 を境に上を高活性度群，下を

低活性度群として 2群に分けた.この時，対応する食味

値は，高活性度群の食味値が高くなる傾向が見られた

（p<0.05）.このことから幼穂形成期の NDVIはその後

の食味の形成を把握する指標となることが示唆された． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５.おわりに 

 本研究では，幼穂形成期の活性度（NDVI）と食味値

の関連性を把握することができた.今後，調査を継続し，

追肥の必要性やその範囲設定への活用に向けて，NDVI

との関連性を明らかにする予定である. 
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